
９
月
１
３
日(

日)

ト
ラ
ッ
ク
健
保
会

館
に
て
、
第
２
９
回
都
本
部
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
代
議
員
、
傍
聴

者
、
役
員
、
来
賓
含
め
て
全
体
６
４
名

の
参
加
で
し
た
。

村
上
副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の

後
、
大
会
諸
役
員
と
し
て
大
会
書
記
に

バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
の
佐
々

木
仁
さ
ん
、
大
会
運
営
委
員
に
清
掃
か

ら
関
東
支
部
鈴
木
欣
広
さ
ん
、
建
設
か

ら
新
協
建
設
工
業
支
部
吉
田
浩
さ
ん
、

高
齢
者
か
ら
東
部
支
部
高
橋
俊
一
さ
ん
、

議
長
団
に
中
西
部
支
部
岩
波
薫
さ
ん
と

豊
島
運
送
支
部
大
西
治
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
松
田
委
員
長
の
主
催
者
挨

拶
の
後
、
東
京
地
評
井
澤
智
事
務
局
長
、

建
設
政
策
研
究
所
市
村
昌
利
専
務
理
事
、

建
設
首
都
圏
共
闘
上
間
正
央
事
務
局
長
、

首
都
圏
交
運
共
闘
林
悦
夫
事
務
局
長
、

日
本
共
産
党
竹
内
愛
都
議
会
議
員
、
建

交
労
中
央
本
部
鈴
木
正
明
書
記
長
の
各

氏
か
ら
来
賓
の
ご
あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま

し
た
。
議
長
か
ら
東
京
法
律
事
務
所
・

都
本
部
顧
問
の
笹
山
尚
人
弁
護
士
と
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
届
い
た
祝
電

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
提
案
で
は
、
一
般
経
過
報
告
、
運

動
方
針
案
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
確
立
お

よ
び
そ
の
他
の
案
件
を
笹
原
書
記
長
が

提
案
、
決
算
報
告
・
財
政
活
動
総
括
・

予
算
案
の
提
案
、
特
別
報
告
を
石
塚
財

政
部
長
が
行
い
、
真
田
会
計
監
査
か
ら

会
計
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
報
告

と
提
案
を
受
け
て
、
文
書
発
言
を
含
め

て
１
２
名
か
ら
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

（
要
旨
裏
面
）
議
案
は
全
て
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
、
新
役
員
が
選
挙
で
信
任

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
宣
言
、
ト
ラ
ッ
ク

最
賃
法
制
化
の
実
現
を
求
め
る
特
別
決

議
、
争
議
支
援
特
別
決
議
が
、
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
組
織
拡
大
表
彰
に
東
部
支

部
都
本
部
書
記
局
分
会
、
中
西
部
支
部

世
田
谷
分
会
、
東
部
支
部
深
川
分
会
、

第
１
１
期
建
交
労
東
京
学
校
皆
勤
賞
と

し
て
、
東
部
支
部
横
井
弘
和
さ
ん
、
東

京
ト
ラ
ッ
ク
支
部
浅
井
分
会
内
田
通
さ

ん
、
豊
島
運
送
支
部
大
西
治
さ
ん
、
矢

島
聖
也
さ
ん
、
神
田
支
部
西
原
孝
典
さ

ん
、
前
山
尊
さ
ん
、
小
池
春
樹
さ
ん
、

吉
田
亮
太
さ
ん
、
バ
ス
関
連
支
部
（
京

王
新
労
組
）
）
木
幡
芳
遥
さ
ん
、
小
河

井
博
明
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
期
を
も
っ
て
、
松
田
隆
浩
さ
ん
、

青
木
実
さ
ん
、
小
林
正
佳
さ
ん
、
柴
田

和
啓
さ
ん
、
廣
川
陽
子
さ
ん
、
藤
田
誠

さ
ん
、
宮
本
禮
二
郎
さ
ん
が
役
員
を
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
松
田
前
委
員
長
は

「
１
９
年
前
、
山
本
前
委
員
長
の
後
任

に
誰
も
手
が
挙
が
ら
ず
引
き
受
け
た
。

様
々
な
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
全
う
出

来
た
と
思
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
長
い

間
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
今
年

１
月
に
都
本
部
の
専
従
書
記
と
し
て
仲

間
に
な
っ
た
勝
亦
香
里
さ
ん
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
上
村
誠
新
委

員
長
に
よ
る
団
結
頑
張
ろ
う
の
三
唱
で

大
会
は
大
き
く
成
功
し
ま
し
た
。
業
種

の
運
動
を
み
ん
な
で
理
解
し
合
い
都
本

部
の
総
力
で
新
た
な
１
年
を
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
会
場
で
は
東
京
女
性
部
の
仲

間
が
お
菓
子
と
コ
ー
ヒ
ー
を
販
売
し
、

２
６
２
３
０
円
を
売
り
上
げ
ま
し
た
。

売
上
は
中
央
女
性
部
定
期
大
会
の
参
加

費
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
ご

購
入
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
（
東
京
女
性

部
よ
り
）
。
【
笹
原
和
樹
】
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建
交
労
東
京
都
本
部
第
２
９
回
定
期
大
会

開
催

東京トラック健保会館で開催されました

笹原和樹書記長

廣川陽子さん

村上久美子副執行委員長

藤田誠さん

青木実さん 松田隆浩さん

柴田和啓さん

執
行
委
員
長

新

上
村

誠

（
神
田
支
部
）

副
委
員
長

再

石
塚

和

（
神
田
支
部
）

副
委
員
長

再

村
上
久
美
子
（
建
築
設
計
支
部
）

書

記

長

再

笹
原

和
樹
（
東
部
支
部
）

執
行
委
員

新

天
野

達
也
（
中
西
部
支
部
）

執
行
委
員

再

江
部

明
子
（
東
部
支
部
）

執
行
委
員

新

大
西

治

（
豊
島
運
送
支
部
）

執
行
委
員

再

岡
田

吉
史
（
東
京
ト
ラ
ッ
ク
支
部
）

執
行
委
員

再

斉
藤

芳
和
（
三
多
摩
支
部
）

執
行
委
員

再

佐
々
木

仁
（
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
）

執
行
委
員

新

西
原

孝
典
（
神
田
支
部
）

執
行
委
員

再

畠
中

博
資
（
東
部
支
部
）

執
行
委
員

再

松
崎

守
男
（
神
田
支
部
）

執
行
委
員

新

義
金

勉

（
東
京
ト
ラ
ッ
ク
支
部
）

会
計
監
査

再

真
田

幸
夫
（
関
東
支
部
）

会
計
監
査

再

高
田

桂
子
（
建
築
設
計
支
部
）

【 新執行部 】

石塚和副執行委員長

【退任された執行部の仲間】



今
年
４
月
２
日
に

韓
国
最
大
手
組
合
の

京
畿
道
高
速
労
組
と

懇
談
が
実
現
し
た
。
韓
国
は
３
１
名

日
本
５
０
名
が
参
加
し
た
。
韓
国
の

バ
ス
運
転
手
は
、
週
５
日
９
時
間
労

働
で
日
本
よ
り
短
く
、
年
収
は
高
い
。

バ
ス
業
界
は
深
刻
な
人
手
不
足
。

「
公
共
交
通
を
充
実
す
る
こ
と
を
求

め
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
に
参
加

し
東
京
都
の
民
間
バ
ス
乗
務
員
の
処

遇
改
善
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
京

王
新
労
組
「
Ｘ
」
が
閲
覧
数
２
８
５

万
人
と
反
響
が
あ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿

で
組
織
拡
大
や
賃
上
げ
に
繋
げ
た
い
。

中
央
女
性
部
大
会

に
参
加
し
遊
就
館
の

見
学
、
東
海
原
発
視

察
ツ
ア
ー
参
加
、
菜
の
花
行
動
、
中

央
メ
ー
デ
ー
、
全
労
連
女
性
部
主
催

の
「
働
く
女
性
の
為
の
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
講
座
」
に
参
加
。
「
憲

法
カ
フ
ェ
」
は
今
年
で
２
０
周
年
を

迎
え
１
０
月
１
０
日
（
土
）
１
３
時

～
中
央
本
部
階
会
議
室
に
て
行
う
。

第
１
部
は
渋
谷
共
同
法
律
事
務
所

の
森
孝
博
さ
ん
か
ら
「
憲
法
改
正
と

武
器
輸
出
」
に
つ
い
て
記
念
講
演
を

行
い
ま
す
。
第
２
部
は
元
女
性
部
委

員
の
方
を
迎
え
交
流
を
深
め
ま
す
。

事
業
団
高
齢
者
部

会
事
務
局
次
長
と
し

て
３
点
報
告
す
る
。

王
子
分
会
や
北
分
会
が
な
く
な
り
１

人
で
北
区
労
連
に
加
入
し
再
建
の
た

め
建
交
労
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
。
最
賃
行
動
、
公
契
約
条
例
、

労
働
局
交
渉
な
ど
高
齢
期
運
動
の
北

区
の
窓
口
に
な
っ
て
い
る
。
福
島
を

忘
れ
な
い
原
発
視
察
ツ
ア
ー
、
２
５

年
は
「
宮
城
女
川
原
発
」
２
６
年
は

「
東
海
第
２
原
発
」
を
行
っ
た
。
継

続
し
た
い
。
松
田
委
員
長
に
つ
い
て
、

本
人
が
事
実
を
認
め
反
省
を
し
て
い

る
た
め
規
約
上
の
処
分
に
反
対
す
る
。

神
田
支
部
は
、
今

年
の
３
月
３
日
を
も
っ

て
組
合
結
成
８
０
年

を
迎
え
、
５
月
に
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
内
で
延
べ

２
５
０
名
で
開
催
し
た
。
都
本
部
役

員
の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る

と
共
に
、
伝
統
を
引
き
続
き
守
り
、

そ
し
て
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
今
後

も
歴
史
を
刻
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

都
本
部
の
課
題
と
し
て
組
織
減
少
が

進
み
６
０
０
名
前
後
を
推
移
し
て
い

る
中
で
今
後
の
歯
止
め
と
組
織
拡
大

運
動
強
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
執

行
部
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？

松
田
委
員
長
が
２
０
２
５
年
１
月

か
ら
専
従
書
記
局
と
し
て
勤
務
し
て

い
た
期
間
に
、
勤
務
時
間
中
の
飲
酒

行
為
が
確
認
さ
れ
、
執
行
委
員
会
で

戒
告
処
分
と
し
た
特
別
報
告
に
つ
い

て
、
天
野
達
也
さ
ん
（
中
西
部
支
部
）
、

小
池
晴
樹
さ
ん
（
神
田
支
部
）
、
義

金
勉
さ
ん
（
東
京
ト
ラ
ッ
ク
支
部
）
、

西
原
孝
典
さ
ん
（
神
田
支
部
）
、
吉

田
亮
太
さ
ん
（
神
田
支
部
）
、
内
田

通
さ
ん
（
東
京
ト
ラ
ッ
ク
支
部
）
、

海
保
敦
さ
ん
（
神
田
支
部
）
、
野
口

裕
さ
ん
（
神
田
支
部
）
、
矢
島
聖
也

さ
ん
（
豊
島
運
送
支
部
）
、
今
成
結

さ
ん
（
豊
島
運
送
支
部
）
、
上
村
誠

さ
ん
（
神
田
支
部
）
か
ら
、
飲
酒
行

為
へ
の
批
判
や
執
行
部
に
対
す
る
質

問
な
ど
が
あ
っ
た
。
松
田
委
員
長
か

ら
改
め
て
謝
罪
と
回
答
が
あ
っ
た
他
、

笹
原
書
記
長
と
江
部
常
任
執
行
委
員

か
ら
補
足
説
明
、
柴
田
常
任
執
行
委

員
か
ら
自
身
の
見
解
を
述
べ
る
発
言
、

石
塚
副
委
員
長
が
改
め
て
全
て
の
発

言
に
対
す
る
回
答
を
行
っ
た
。

こ
の
た
び
、
第
２
９
回
建
交
労
東

京
都
本
部
大
会
に
て
都
本
部
委
員
長

に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
上
村
誠

で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

は
じ
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
長
き
に

わ
た
り
都
本
部
を
力
強
く
牽
引
し
、

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
組
織
の

礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
松
田
前
委
員

長
の
多
大
な
る
ご
功
績
と
ご
尽
力
に

対
し
、
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ

ら
れ
た
大
切
な
歴
史
と
実
績
を
し
っ

か
り
と
受
け
継
ぎ
、
そ
の
歩
み
を
さ

ら
に
前
へ
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
私
自
身
の
原
点
は
、
ト
ラ
ッ

ク
の
現
場
に
あ
り
ま
す
。
現
場
の
仲

間
た
ち
と
共
に
汗
を
流
し
た
日
々
の

中
で
培
っ
た
経
験
を
胸
に
、
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
さ

ま
一
人
ひ
と
り
の
声
に
し
っ
か
り
と

耳
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
今
の
情
勢
的
に
は
、
世
界
紛
争

を
き
っ
か
け
に
し
た
長
期
物
価
高
騰

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
に
よ
る
生

活
は
、
地
域
最
賃
が
上
が
っ
て
い
る

一
方
で
、
ま
す
ま
す
生
活
が
厳
し
い

現
状
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
現
在

わ
た
し
た
ち
の
働
く
環
境
は
、
ど
こ

も
か
し
こ
も
大
変
な
人
手
不
足
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
要
因
は
、
低
賃
金
・
労

働
時
間
の
長
さ
、
労
働
環
境
の
改
善

が
ま
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。
ま
た

高
齢
者
職
場
に
お
か
れ
て
は
、
長
年

培
わ
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
確
か
な
技
術

や
経
験
を
後
進
へ
と
継
承
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
定

年
延
長
や
継
続
雇
用
に
お
け
る
労
働

条
件
の
改
善
、
そ
し
て
年
齢
を
重
ね

て
も
心
身
と
も
に
無
理
な
く
、
長
く

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環

境
づ
く
り
を
牽
引
す
る
、
極
め
て
重

要
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
、
東
京
都

本
部
と
し
て
各
部
会
と
密
に
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
す
べ
て
の
全
組
合
員

が
団
結
し
、
誇
り
と
や
り
が
い
を
持
っ

た
風
通
し
の
よ
い
連
携
を
も
っ
た
東

京
都
本
部
に
す
る
こ
と
。
ま
た
そ
れ

を
武
器
に
組
織
拡
大
を
め
ざ
し
、
先

頭
に
な
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

是
非
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
行
動

等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
建
交
労
運

動
に
積
極
的
に
参
加
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
す
べ
て
の
組
合
員
が
誇

り
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
け
る
、

実
態
に
即
し
た
労
働
条
件
の
実
現
に

向
け
て
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い

く
決
意
と
次
世
代
に
繋
げ
る
こ
と
を

主
題
に
、
今
の
事
を
大
切
に
し
な
が

ら
も
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
こ

と
。
や
り
が
い
の
あ
る
東
京
都
本
部

に
し
て
い
く
方
向
で
前
進
し
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
６
年
９
月
１
３
日

２０２６年９月２８日 (毎月１回刊／第４月曜日発行) 建交労とうきょう (昭和５３年９月２２日第三種郵便物認可) 第１１１２号

■１０月１０日（土）１３時～東京女性部

憲法カフェ／中央本部６階会議室

■１０月１７日（土）１３時半～生公連総会

国交労組王子会館

■１１月 ５日（木）～６日（金）～建交労秋

の中央行動（業種部会）・ゼネコン要請

■１１月 ７日（土）～８日（日）建交労中央

女性部定期大会in広島

■１１月 ８日（日）１４時～東京地評青年協

東京ジャック 池袋東口五差路交差点

■１１月１０日（火）～１１日（水）～第３９

回日本高齢者大会in大阪

■１１月１４日（土）～１５日（日）第７１回

はたらく女性の中央集会in石川

■１１月１５日（日）１３時～第１９回東京働

くものの権利討論集会会場

■１２月 ６日（日）１３時半～建交労東京都

本部２７春闘討論集会 東京都トラック協会

（東京都トラック総合会館）

組合掲示板

東
京
女
性
部

宇
津
井
よ
り
か
特
別
代
議
員

北
部
支
部

岩
山

真
一

代
議
員

神
田
支
部

上
村

誠

代
議
員

バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

藤
山

仁
志

代
議
員

特
別
報
告
に
対
し
て
発
言
さ

れ
た
仲
間
の
発
言
要
旨

上
村
誠
委
員
長

就
任
の
ご
挨
拶

質疑討論

議長
大西治さん、岩波薫さん


